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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査信号を伝達する複数の走査線と，前記走査線と交差する複数のデータ線と，前記走
査線と前記データ線とが交差する領域にそれぞれ配設される複数の画素回路とを含む液晶
表示パネルと；
　前記液晶表示パネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次発光させるように制
御する光源制御器と；
　前記複数の走査線に走査信号を印加するスキャンドライバと；
　前記複数のデータ線に赤色，緑色及び青色の階調電圧を出力するデータドライバと；
　前記データドライバに赤色，緑色及び青色の画像データに対応する階調電圧を出力する
階調電圧発生部と；
　前記階調電圧発生部への赤色，緑色及び青色の画像データの出力と，前記データドライ
バの動作の制御と，前記光源制御器の動作の制御とを行うタイミング制御器とを含み；
　前記タイミング制御器は，
　前記液晶パネルに表示されるタイミングによってアドレスが決定される赤色，緑色及び
青色の画像データを前記アドレスの指定に従って書き込まれること，及び前記書き込まれ
た赤色，緑色及び青色のデータを前記アドレスの指定に従って読み出されることが可能な
フレームメモリと，
　前記フレームメモリに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前
に，新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データにより上書きされた場合，新た
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に書き込まれた前記画像データに対応する前記光源制御器の動作を遮断させる遮断信号を
出力する検出部とを含むこと，
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記検出部は，
　前記フレームメモリに新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データの前記アド
レスである書込みアドレスと，前記フレームメモリから読み出される赤色，緑色及び青色
の画像データの前記アドレスである出力アドレスとを比較して，前記書込みアドレスが前
記出力アドレスよりも時間的に後のタイミンングである場合，前記遮断信号を出力するこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記検出部が前記遮断信号を出力するのは，
　前記フレームメモリから読み出される前記赤色，緑色及び青色の画像データが，Ｎ番目
のフレームのデータであり，前記フレームメモリに新たに書き込まれる前記赤色，緑色及
び青色の画像データが，Ｎ＋１番目のフレームのデータである場合であることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記フレームメモリは，
　前記赤色，緑色及び青色の画像データが書き込まれる入力ポートと，前記赤色，緑色及
び青色の画像データが読み出される出力ポートとを有するデュアルポートＲＡＭであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記各々の画素回路は，
　前記走査線を介して伝達される前記走査信号に応答して，前記データ線を介して順次伝
達される前記赤色，緑色及び青色の階調電圧を伝達するスイッチングトランジスタと；
　前記赤色，緑色及び青色の階調電圧に応じて前記赤色，緑色及び青色の発光ダイオード
の光を透過させる液晶キャパシタと；
　前記液晶キャパシタと並列に繋がれて，前記赤色，緑色及び青色の階調電圧を１フレー
ム期間に渡って保持するストレージキャパシタとを含むことを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項６】
　液晶表示パネルと；前記液晶表示パネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次
発光させるように制御する光源制御器と；データドライバに赤色，緑色及び青色の画像デ
ータに対応する階調電圧を出力する階調電圧発生部と；前記階調電圧発生部に赤色，緑色
及び青色の画像データを出力するフレームメモリ及び，前記光源制御器の動作を制御する
検出部を含むタイミング制御器と；を含む液晶表示装置の駆動方法において，
　前記フレームメモリから，前記液晶パネルに表示されるタイミングによってアドレスが
決定される前記赤色，緑色及び青色の画像データが，前記アドレスの指定に従って読み出
される読み出し段階と；
　前記フレームメモリに，新たな赤色，緑色及び青色の画像データが前記アドレスの指定
に従って書き込まれる書き込み段階と；
　前記検出部が，前記フレームメモリに新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像デ
ータの前記アドレスである書込みアドレスと，前記フレームメモリから読み出される赤色
，緑色及び青色の画像データの前記アドレスである出力アドレスとを比較する比較段階と
；
　前記比較段階の結果，前記書込みアドレスが前記出力アドレスよりも時間的に後のタイ
ミングである場合，前記検出部が新たに書き込まれた前記画像データに対応する前記光源
制御器の動作を遮断させる遮断信号を出力する遮断段階と；
　を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
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　前記フレームメモリから読み出される前記赤色，緑色及び青色の画像データがＮ番目の
フレームのデータであり，前記フレームメモリに新たに書き込まれた前記赤色，緑色及び
青色の画像データがＮ＋１番目のフレームデータである場合に，前記遮断段階にて前記遮
断信号が出力されることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記書き込み段階は，
　前記読み出し段階と同時に行われることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項９】
　前記比較段階の後に，前記書込みアドレスが前記出力アドレスよりも時間的に同時か手
前のタイミングである場合，前記検出部が前記光源制御器を動作させる動作信号を出力す
る動作段階を更に含むことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　走査信号を伝達する複数の走査線と，前記走査線と交差する複数のデータ線と，前記走
査線と前記データ線とが交差する領域にそれぞれ配設される複数の画素回路とを含む液晶
表示パネルと；
　前記液晶表示パネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次発光させるように制
御する光源制御器と；
　前記複数の走査線に走査信号を印加するスキャンドライバと；
　前記複数のデータ線に赤色，緑色及び青色の階調電圧を出力するデータドライバと；
　前記データドライバに赤色，緑色及び青色の画像データに対応する階調電圧を出力する
階調電圧発生部と；
　前記階調電圧発生部への赤色，緑色及び青色の画像データの出力と，前記データドライ
バの動作の制御と，前記光源制御器の動作の制御とを行うタイミング制御器とを含み；
　前記タイミング制御器は，
　前記液晶パネルに表示されるタイミングによってアドレスが決定される赤色，緑色及び
青色の画像データを前記アドレスの指定に従って書き込まれること，及び前記書き込まれ
た赤色，緑色及び青色のデータを前記アドレスの指定に従って読み出されることが可能な
フレームメモリと，
　前記フレームメモリに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前
に，新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データにより上書きされた場合，新た
に書き込まれた前記画像データに対応する前記階調電圧発生部の動作を遮断させる遮断信
号を出力する検出部とを含むこと，
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記検出部は，
　前記フレームメモリに新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データの前記アド
レスである書込みアドレスと，前記フレームメモリから読み出される赤色，緑色及び青色
の画像データの前記アドレスである出力アドレスとを比較して，前記書込みアドレスが前
記出力アドレスよりも時間的に後のタイミンングである場合，前記遮断信号を出力するこ
とを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記検出部が前記遮断信号を出力するのは，
　前記フレームメモリから読み出される前記赤色，緑色及び青色の画像データが，Ｎ番目
のフレームのデータであり，前記フレームメモリに新たに書き込まれた前記赤色，緑色及
び青色の画像データが，Ｎ＋１番目のフレームのデータである場合であることを特徴とす
る請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記フレームメモリは，
　前記赤色，緑色及び青色の画像データが書き込まれる入力ポートと，前記赤色，緑色及



(4) JP 4408107 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

び青色の画像データが読み出される出力ポートとを有するデュアルポートＲＡＭであるこ
とを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記各々の画素回路は，
　前記走査線を介して伝達される前記走査信号に応答して，前記データ線を介して順次伝
達される前記赤色，緑色及び青色の階調電圧を伝達するスイッチングトランジスタと；
　前記赤色，緑色及び青色の階調電圧に応じて前記赤色，緑色及び青色の発光ダイオード
の光を透過させる液晶キャパシタと；
　前記液晶キャパシタと並列に繋がれて，前記赤色，緑色及び青色の階調電圧を１フレー
ム期間に渡って保持するストレージキャパシタとを含むことを特徴とする請求項１０に記
載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　液晶表示パネルと；前記液晶表示パネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次
発光させるように制御する光源制御器と；データドライバに赤色，緑色及び青色の画像デ
ータに対応する階調電圧を出力する階調電圧発生部と；前記階調電圧発生部に赤色，緑色
及び青色の画像データを出力するフレームメモリ及び，前記光源制御器の動作を制御する
検出部を含むタイミング制御器と；を含む液晶表示装置の駆動方法において，
　前記フレームメモリから，前記液晶パネルに表示されるタイミングによってアドレスが
決定される前記赤色，緑色及び青色の画像データが，前記アドレスの指定に従って読み出
される読み出し段階と；
　前記フレームメモリに，新たな赤色，緑色及び青色の画像データが前記アドレスの指定
に従って書き込まれる書き込み段階と；
　前記検出部が，前記フレームメモリに新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像デ
ータの前記アドレスである書込みアドレスと，前記フレームメモリから読み出される赤色
，緑色及び青色の画像データの前記アドレスである出力アドレスとを比較する比較段階と
；
　前記比較段階の結果，前記書込みアドレスが前記出力アドレスよりも時間的に後のタイ
ミングである場合，前記検出部が新たに書き込まれた前記画像データに対応する前記階調
電圧発生部の動作を遮断させる遮断信号を出力する遮断段階と；
　を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記フレームメモリから読み出される前記赤色，緑色及び青色の画像データがＮ番目の
フレームのデータであり，前記フレームメモリに新たに書き込まれた前記赤色，緑色及び
青色の画像データが，Ｎ＋１番目のフレームデータである場合に，前記遮断段階にて前記
遮断信号が出力されることを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記書込み段階は，
　前記読み出し段階と同時に行われることを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項１８】
　前記比較段階の後に，前記書込みアドレスが前記出力アドレスよりも時間的に同時か手
前のタイミングである場合，前記検出部が前記階調電圧発生部を動作させる動作信号を出
力する動作段階を更に含むことを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，液晶表示装置及びその駆動方法にかかり，さらに詳しくはアクティブマトリ
クス型の液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　最近，パーソナルコンピュータやテレビなどの軽量，薄型化に伴い，ディスプレイ装置
の軽量化，薄型化に対する要求も高まってきている。このような要求に応じて，従来の陰
極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ：ＣＲＴ）に代わって液晶表示装置（Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）のような平板型ディスプレイが開発
されている。
【０００３】
　液晶表示装置は，２つの基板間に注入された異方性誘電率を持つ液晶物質に電界（Ｅｌ
ｅｃｔｒｉｃ　Ｆｉｅｌｄ）を印加し，この電界の強さを調節して外部の光源（バックラ
イト）から基板に透過される光の量を調節することで，所望の画像信号を得る表示装置で
ある。
【０００４】
　このような液晶表示装置は，平板型ディスプレイとしては代表的なものであり，携帯性
にも優れる。そして，液晶表示装置の中では，薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　
Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）をスイッチング素子に用いたＴＦＴ－ＬＣＤが主に利用
されている。このような液晶表示装置は，アクティブマトリクス型の液晶表示装置とも称
される。
【０００５】
　一般的に，液晶表示装置は，カラーイメージを表示する方式によって，カラーフィルタ
ー（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｌｔｅｒ）方式とフィールド順次（Ｆｉｅｌｄ　Ｓｅｑｕｅｎｔｉ
ａｌ）駆動方式との２通りに分類することができる。
【０００６】
　カラーフィルター方式の液晶表示装置は，２つの基板のうち１つの基板に，赤色（Ｒ）
，緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の３原色からなるカラーフィルター層を形成し，このカラーフ
ィルター層に透過される光の量を調節することで，所望の画像を表示することができる。
カラーフィルター方式のＬＣＤは，単一の光源から照射される光をＲ，Ｇ，Ｂの各カラー
フィルター層に透過させるに当たって，Ｒ，Ｇ，Ｂのカラーフィルター層にそれぞれ透過
される光の量を調節してＲ，Ｇ，Ｂ色を合成することで，所望の画像を表示することがで
きる。
【０００７】
　このように，単一の光源と３色のカラーフィルター層とを用いて画像を表示する液晶表
示装置においては，Ｒ，Ｇ，Ｂの各領域毎にそれぞれ対応する単位画素が必要なので，黒
白を表示する場合よりも３倍の数の画素が必要となる。したがって，高解像度の画像を得
るためには，液晶表示装置パネルの精巧な製造技術が要求される。また，このようなカラ
ーフィルター方式の液晶表示装置は，基板に別途のカラーフィルター層を形成しなければ
ならないといった製造上の煩わしさがある上に，カラーフィルター自体の光透過率が低い
ので，輝度が低くなる。
【０００８】
　フィールド順次駆動方式の液晶表示装置は，Ｒ，Ｇ，Ｂの各色の独立した光源を順次周
期的に点灯させて，その点灯周期に同期して各画素に対応する色信号を加えることにより
，フルカラーの画像を表示することができる。すなわち，フィールド順次駆動方式の液晶
表示装置によれば，一つの画素をＲ，Ｇ，Ｂの単位画素に分割せずに，一つの画素にＲ，
Ｇ，Ｂのバックライトから出力されるＲ，Ｇ，Ｂの３原色の光を時分割的に順次表示する
ことによって，目の残像効果を利用して画像を表示することができる。
【０００９】
　このような，フィールド順次駆動方式は，アナログ駆動方式とデジタル駆動方式とに更
に区分することができる。
【００１０】
　アナログ駆動方式は，表示しようとする階調数に対応する複数の階調電圧を設定し，上
記複数の階調電圧から階調データに相応する一つの階調電圧を選択し，選択された階調電
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圧で液晶パネルを駆動することにより，印加された階調電圧に対応する透過量で階調を表
示することができる。
【００１１】
　一方，デジタル駆動方式は，液晶に印加される駆動電圧を一定にし，電圧印加時間を制
御して階調を表示することができる。このようなデジタル駆動方式によれば，駆動電圧を
一定に保持し，電圧印加状態及び電圧無印加状態となるタイミングを制御して，液晶に透
過される累積光量を調節することで階調を表示することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　このような液晶表示装置において，画像に表示されるフレーム周波数と入力されるデー
タの周波数とが互いに一致しない場合，一画面に２種類（すなわち，２フレーム以上のデ
ータを意味する）以上の画像データが表示（ディスプレイ）されるテアリング現象（また
はテアリング現象：Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が発生するという問題がある。この
ような，現在フレームのデータを表示する途中に次フレームのデータが入力されてフレー
ムが適切に同期されていないテアリング現象が発生すると，カラーフィルター方式の液晶
表示装置においては，一画面（１フレーム）に２フレーム以上のデータが含まれて表示さ
れ，画像に裂け目が表示される現象が観測される場合がある。また，フィールド順次方式
の液晶表示装置においては，Ｒ，ＧまたはＢのうちの特定の色において次のフレームのデ
ータがアップデート（入力または書き込み）されてしまうことにより，画面には異なる色
が表示されて，点ノイズのような現象が観測されるようになる。
【００１３】
　このような問題を解決するために，カラーフィルター方式の液晶表示装置においては，
画面に表示されるフレーム周波数が，入力されるデータの周波数と等しくなるように，そ
の速度を変更する周波数変更方法が考案された。しかし，このような周波数変更方法をフ
ィールド順次方式の液晶表示装置に適用した場合，階調表現に影響を与えて問題が発生す
る。すなわち，フィールド順次方式の液晶表示装置では，１フレームをＲフィールド，Ｇ
フィールド及びＢフィールドに分けて駆動するため，カラーフィルター方式よりも３倍の
速い周波数が必要となるが，テアリング現象を解決するためにこの周波数を変更すると，
逆に階調表現に問題が発生してしまう。
【００１４】
　そこで，本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的とするところは
，フィールド順次方式の液晶表示装置において，現在フレームのデータを表示している最
中に次フレームのデータが書き込まれてしまうことにより生じるテアリング現象（Ｔｅａ
ｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を防止することのできる液晶表示装置及びその駆動方法を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，走査信号を伝達する複数の走
査線と，上記走査線と交差する複数のデータ線と，上記走査線と上記データ線とが交差す
る領域にそれぞれ配設される複数の画素回路とを含む液晶表示パネルと；上記液晶表示パ
ネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次発光させるように制御する光源制御器
と；上記複数の走査線に走査信号を印加するスキャンドライバと；上記複数のデータ線に
赤色，緑色及び青色の階調電圧を出力するデータドライバと；上記データドライバに赤色
，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）に対応する階調電圧を出力する階調電
圧発生部と；上記階調電圧発生部への赤色，緑色及び青色の画像データの出力と，上記デ
ータドライバの動作の制御と，上記光源制御器の動作の制御とを行うタイミング制御器と
を含み；上記タイミング制御器は，上記液晶パネルに表示されるタイミングによってアド
レスが決定される赤色，緑色及び青色の画像データを上記アドレスの指定に従って書き込
まれる（Ｗｒｉｔｅ）こと，及び上記書き込まれた赤色，緑色及び青色のデータを上記ア
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ドレスの指定に従って読み出される（Ｒｅａｄ）ことが可能なフレームメモリと，上記フ
レームメモリに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前に，新た
に書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データにより上書きされた場合，上記光源制御
器の動作を遮断させる遮断信号を出力する検出部とを含むこと，を特徴とする液晶表示装
置が提供される。
【００１６】
　このような本発明にかかる液晶表示装置によれば，上記フレームメモリに書き込まれた
赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前に，新たに書き込まれた赤色，緑色及
び青色の画像データにより上書きされた場合，上記光源制御器は上記遮断信号によりその
動作が遮断され，上記新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データに対応する上
記発光ダイオードの発光が行われなくなる。従って，上記新たに書き込まれた赤色，緑色
及び青色の画像データは上記液晶表示パネルに表示されなくなり，誤った画像データが表
示されるのを防止することができる。上記のように，フレームメモリに書き込まれた現画
像データが読み出される前に，新たな画像データ（次の画像データ）により上書きされる
ことをテアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）という。すなわち，現在フレー
ムの画像データを表示している最中に次フレームの画像データが入力されるといった，フ
レームが適切に同期されていない状態においてテアリング現象が発生する。かかるテアリ
ング現象が発生すると，例えばフィールド順次方式の液晶表示装置においては，次のフレ
ームの画像データに相当する赤，緑，または青の色が現在フレームに部分的に表示されて
しまうことにより，本来表示されるべき現在フレームの色とは異なる色が表示されるので
，テアリング現象が液晶表示パネル上で点ノイズのような現象として視認識されるように
なる。そして，上述したような本発明にかかる液晶表示装置によれば，テアリング現象が
生じても，かかるテアリング現象が液晶表示パネル上で視認されないようにすることがで
きる。
【００１７】
　このとき，上記検出部は，上記フレームメモリに新たに書き込まれた赤色，緑色及び青
色の画像データの上記アドレスである書込みアドレスと，上記フレームメモリから読み出
される赤色，緑色及び青色の画像データの上記アドレスである出力アドレスとを比較して
，上記書込みアドレスが上記出力アドレスよりも時間的に後のタイミンングである場合，
上記遮断信号を出力することができる。すなわち，上記書込みアドレスは，上記フレーム
メモリに書き込まれる画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示す情報を
含むことができる。そして，上記出力アドレスは，上記フレームメモリから読み出される
（出力される）画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示す情報を含むこ
とができる。そして，上記検出部は，上記書込みアドレスと上記出力アドレスとを比較す
ることによって，テアリング現象が生じているか否かを検出することができる。
【００１８】
　また，上記検出部が上記遮断信号を出力するのは，上記フレームメモリから読み出され
る上記赤色，緑色及び青色の画像データが，Ｎ番目のフレームのデータであり，上記フレ
ームメモリに新たに書き込まれる上記赤色，緑色及び青色の画像データが，Ｎ＋１番目の
フレームのデータである場合がよい。
【００１９】
　ここで，上記フレームメモリは，上記赤色，緑色及び青色の画像データが書き込まれる
入力ポートと，上記赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される出力ポートとを有す
るデュアルポートＲＡＭ（Ｄｕａｌ　Ｐｏｒｔ　ＲＡＭ）であるのがよい。かかる構成と
することにより，上記フレームメモリへの書込みと上記フレームメモリからの読み出しを
，相互に同期をとることなく行うことができる。
【００２０】
　また，上記各々の画素回路は，上記走査線を介して伝達される上記走査信号（選択電圧
）に応答して，上記データ線を介して順次伝達される上記赤色，緑色及び青色の階調電圧
（データ電圧）を伝達するスイッチングトランジスタと；上記赤色，緑色及び青色の階調
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電圧（データ電圧）に応じて上記赤色，緑色及び青色の発光ダイオードの光を透過させる
液晶キャパシタと；上記液晶キャパシタと並列に繋がれて，上記赤色，緑色及び青色の階
調電圧（データ電圧）を１フレーム期間に渡って保持するストレージキャパシタとを含む
ように構成されるのがよい。
【００２１】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，液晶表示パネルと；前記液晶
表示パネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次発光させるように制御する光源
制御器と；データドライバに赤色，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）に対
応する階調電圧を出力する階調電圧発生部と；前記階調電圧発生部に赤色，緑色及び青色
の画像データを出力するフレームメモリ及び，前記光源制御器の動作を制御する検出部を
含むタイミング制御器と；を含む液晶表示装置の駆動方法において；前記フレームメモリ
から，前記液晶パネルに表示されるタイミングによってアドレスが決定される前記赤色，
緑色及び青色の画像データが，前記アドレスの指定に従って読み出される読み出し段階（
出力段階）と；前記フレームメモリに，新たな赤色，緑色及び青色の画像データが前記ア
ドレスの指定に従って書き込まれる書き込み段階と；前記検出部が，前記フレームメモリ
に新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データの前記アドレスである書込みアド
レスと，前記フレームメモリから読み出される赤色，緑色及び青色の画像データの前記ア
ドレスである出力アドレスとを比較する比較段階と；前記比較段階の結果，前記書込みア
ドレスが前記出力アドレスよりも時間的に後のタイミングである場合，前記検出部が前記
光源制御器の動作を遮断させる遮断信号を出力する遮断段階と；を含むことを特徴とする
液晶表示装置の駆動方法が提供される。
【００２２】
　このような本発明にかかる液晶表示装置の駆動方法によれば，上記比較段階にて上記検
出部が上記書込みアドレスと上記出力アドレスとを比較することによって，テアリング現
象が生じているか否かを検出し，上記遮断段階にて上記テアリング現象が上記液晶表示パ
ネル上で視認されないようにすることができる。すなわち，上記書込みアドレスは，上記
フレームメモリに書き込まれる画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示
す情報を含むことができる。そして，上記出力アドレスは，上記フレームメモリから読み
出される（出力される）画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示す情報
を含むことができる。そして，上記書込みアドレスと上記出力アドレスとの比較によって
，上記フレームメモリに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前
に，新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データにより上書きされた場合，すな
わちテアリング現象を検出することができる。そしてかかるテアリング現象が検出される
と，上記光源制御器は上記遮断信号によりその動作が遮断され，上記新たに書き込まれた
赤色，緑色及び青色の画像データに対応する上記発光ダイオードの発光を行わないように
することができる。従って，上記新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データは
上記液晶表示パネルに表示されなくなり，誤った画像データが表示されてテアリング現象
が上記液晶表示パネル上で視認されるのを防止することができる。
【００２３】
　このとき，上記フレームメモリから読み出される上記赤色，緑色及び青色の画像データ
がＮ番目のフレームのデータであり，上記フレームメモリに新たに書き込まれた上記赤色
，緑色及び青色の画像データがＮ＋１番目のフレームデータである場合に，上記遮断段階
にて上記遮断信号が出力されるようにするのがよい。また，上記書き込み段階は，上記読
み出し段階と同時に行われることもできる。
【００２４】
　そして，上記比較段階の後に，上記書込みアドレスが上記出力アドレスよりも時間的に
同時か手前のタイミングである場合，上記検出部が上記光源制御器を動作させる動作信号
を出力する動作段階を更に含むことができる。すなわち，上記書込みアドレスと上記出力
アドレスとの比較によって，テアリング現象が発生していないと判断された場合は，上記
発光ダイオードを発光させるようにして，赤色，緑色及び青色の画像データを上記液晶表
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示パネルに表示する。
【００２５】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，走査信号を伝達する複数の走
査線と，前記走査線と交差する複数のデータ線と，前記走査線と前記データ線とが交差す
る領域にそれぞれ配設される複数の画素回路とを含む液晶表示パネルと；前記液晶表示パ
ネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次発光させるように制御する光源制御器
と；前記複数の走査線に走査信号を印加するスキャンドライバと；前記複数のデータ線に
赤色，緑色及び青色の階調電圧を出力するデータドライバと；前記データドライバに赤色
，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）に対応する階調電圧を出力する階調電
圧発生部と；前記階調電圧発生部への赤色，緑色及び青色の画像データの出力と，前記デ
ータドライバの動作の制御と，前記光源制御器の動作の制御とを行うタイミング制御器と
を含み；前記タイミング制御器は，前記液晶パネルに表示されるタイミングによってアド
レスが決定される赤色，緑色及び青色の画像データを前記アドレスの指定に従って書き込
まれる（Ｗｒｉｔｅ）こと，及び前記書き込まれた赤色，緑色及び青色のデータを前記ア
ドレスの指定に従って読み出される（Ｒｅａｄ）ことが可能なフレームメモリと，前記フ
レームメモリに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前に，新た
に書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データにより上書きされた場合，前記階調電圧
発生部の動作を遮断させる遮断信号を出力する検出部とを含むこと，を特徴とする液晶表
示装置が提供される。
【００２６】
　このような本発明にかかる液晶表示装置によれば，上記フレームメモリに書き込まれた
赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前に，新たに書き込まれた赤色，緑色及
び青色の画像データにより上書きされた場合，上記階調電圧発生部は上記遮断信号により
その動作が遮断され，上記新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データに対応す
る階調電圧を出力しなくなる。従って，上記新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画
像データは上記液晶表示パネルに表示されなくなり，誤った画像データが表示されるのを
防止することができる。上記のように，フレームメモリに書き込まれた現画像データが読
み出される前に，新たな画像データ（次の画像データ）により上書きされることをテアリ
ング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）という。すなわち，現在フレームの画像デー
タを表示している最中に次フレームの画像データが入力されるといった，フレームが適切
に同期されていない状態においてテアリング現象が発生する。かかるテアリング現象が発
生すると，例えばフィールド順次方式の液晶表示装置においては，次のフレームの画像デ
ータに相当する赤，緑，または青の色が現在フレームに部分的に表示されてしまうことに
より，本来表示されるべき現在フレームの色とは異なる色が表示されるので，テアリング
現象が液晶表示パネル上で点ノイズのような現象として視認識されるようになる。そして
，上述したような本発明にかかる液晶表示装置によれば，テアリング現象が生じても，か
かるテアリング現象が液晶表示パネル上で視認されないようにすることができる。
【００２７】
　このとき，上記検出部は，上記フレームメモリに新たに書き込まれた赤色，緑色及び青
色の画像データの上記アドレスである書込みアドレスと，上記フレームメモリから読み出
される赤色，緑色及び青色の画像データの上記アドレスである出力アドレスとを比較して
，上記書込みアドレスが上記出力アドレスよりも時間的に後のタイミンングである場合，
上記遮断信号を出力することができる。すなわち，上記書込みアドレスは，上記フレーム
メモリに書き込まれる画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示す情報を
含むことができる。そして，上記出力アドレスは，上記フレームメモリから読み出される
（出力される）画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示す情報を含むこ
とができる。そして，上記検出部は，上記書込みアドレスと上記出力アドレスとを比較す
ることによって，テアリング現象が生じているか否かを検出することができる。
【００２８】
　また，上記検出部が上記遮断信号を出力するのは，上記フレームメモリから読み出され
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る上記赤色，緑色及び青色の画像データが，Ｎ番目のフレームのデータであり，上記フレ
ームメモリに新たに書き込まれた上記赤色，緑色及び青色の画像データが，Ｎ＋１番目の
フレームのデータである場合がよい。
【００２９】
　ここで，上記フレームメモリは，上記赤色，緑色及び青色の画像データが書き込まれる
入力ポートと，上記赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される出力ポートとを有す
るデュアルポートＲＡＭ（Ｄｕａｌ　Ｐｏｒｔ　ＲＡＭ）であるのがよい。かかる構成と
することにより，上記フレームメモリへの書込みと上記フレームメモリからの読み出しを
，相互に同期をとることなく行うことができる。
【００３０】
　また，前記各々の画素回路は，前記走査線を介して伝達される前記走査信号（選択電圧
）に応答して，前記データ線を介して順次伝達される前記赤色，緑色及び青色の階調電圧
（データ電圧）を伝達するスイッチングトランジスタと；前記赤色，緑色及び青色の階調
電圧（データ電圧）に応じて前記赤色，緑色及び青色の発光ダイオードの光を透過させる
液晶キャパシタと；前記液晶キャパシタと並列に繋がれて，前記赤色，緑色及び青色の階
調電圧（データ電圧）を１フレーム期間に渡って保持するストレージキャパシタとを含む
ように構成されるのがよい。
【００３１】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，液晶表示パネルと；上記液晶
表示パネルに赤色，緑色及び青色の発光ダイオードを順次発光させるように制御する光源
制御器と；データドライバに赤色，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）に対
応する階調電圧を出力する階調電圧発生部と；上記階調電圧発生部に赤色，緑色及び青色
の画像データを出力するフレームメモリ及び，上記光源制御器の動作を制御する検出部を
含むタイミング制御器と；を含む液晶表示装置の駆動方法において，上記フレームメモリ
から，上記液晶パネルに表示されるタイミングによってアドレスが決定される上記赤色，
緑色及び青色の画像データが，上記アドレスの指定に従って読み出される読み出し段階（
出力段階）と；上記フレームメモリに，新たな赤色，緑色及び青色の画像データが上記ア
ドレスの指定に従って書き込まれる書き込み段階と；上記検出部が，上記フレームメモリ
に新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データの上記アドレスである書込みアド
レスと，上記フレームメモリから読み出される赤色，緑色及び青色の画像データの上記ア
ドレスである出力アドレスとを比較する比較段階と；上記比較段階の結果，上記書込みア
ドレスが上記出力アドレスよりも時間的に後のタイミングである場合，上記検出部が上記
階調電圧発生部の動作を遮断させる遮断信号を出力する遮断段階と；を含むことを特徴と
する液晶表示装置の駆動方法が提供される。
【００３２】
　このような本発明にかかる液晶表示装置の駆動方法によれば，上記比較段階にて上記検
出部が上記書込みアドレスと上記出力アドレスとを比較することによって，テアリング現
象が生じているか否かを検出し，上記遮断段階にて上記テアリング現象が上記液晶表示パ
ネル上で視認されないようにすることができる。すなわち，上記書込みアドレスは，上記
フレームメモリに書き込まれる画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示
す情報を含むことができる。そして，上記出力アドレスは，上記フレームメモリから読み
出される（出力される）画像データが上記液晶パネルに表示されるタイミングを示す情報
を含むことができる。そして，上記書込みアドレスと上記出力アドレスとの比較によって
，上記フレームメモリに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される前
に，新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データにより上書きされた場合，すな
わちテアリング現象を検出することができる。そしてかかるテアリング現象が検出される
と，上記光源制御器は上記遮断信号によりその動作が遮断され，上記新たに書き込まれた
赤色，緑色及び青色の画像データに対応する上記階調電圧の出力を行わないようにするこ
とができる。従って，上記新たに書き込まれた赤色，緑色及び青色の画像データは上記液
晶表示パネルに表示されなくなり，誤った画像データが表示されてテアリング現象が上記
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液晶表示パネル上で視認されるのを防止することができる。
【００３３】
　このとき，上記フレームメモリから読み出される上記赤色，緑色及び青色の画像データ
がＮ番目のフレームのデータであり，上記フレームメモリに新たに書き込まれた上記赤色
，緑色及び青色の画像データがＮ＋１番目のフレームデータである場合に，上記遮断段階
にて上記遮断信号が出力されるようにするのがよい。また，上記書込み段階は，上記読み
出し段階と同時に行われることもできる。
【００３４】
　そして，上記比較段階の後に，上記書込みアドレスが上記出力アドレスよりも時間的に
同時か手前のタイミングである場合，上記検出部が上記階調電圧発生部を動作させる動作
信号を出力する動作段階を更に含むことができる。すなわち，上記書込みアドレスと上記
出力アドレスとの比較によって，テアリング現象が発生していないと判断された場合は，
上記階調電圧を出力されるようにして，赤色，緑色及び青色の画像データを上記液晶表示
パネルに表示する。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば，現在フレーム（Ｎ番目のフレーム）の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ
）が出力（Ｒｅａｄ）される前に次フレーム（Ｎ＋１番目のフレーム）の画像データ（Ｒ
，Ｇ，Ｂデータ）がフレームメモリに書き込まれる（Ｗｒｉｔｅ）テアリング現象（Ｔｅ
ａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出して，瞬時に発光ダイオードの発光を遮断するか，ま
たはＲ，Ｇ，Ｂデータの階調電圧が液晶表示パネルに印加されることを遮断することによ
り，テアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が視認されるのを防止することが
できる液晶表示装置及びその駆動方法を提供できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３７】
　図１は，本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置の概略構成を示すブロック図
である。図２は，本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置の一画素に対応する等
価回路図である。
【００３８】
　図１を参照すれば，本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置は，液晶表示パネ
ル１００と，スキャンドライバ２００と，データドライバ３００と，階調電圧発生部４０
０と，タイミング制御器５００と，赤色，緑色及び青色の光（Ｒ，Ｇ，Ｂ光）を出力する
発光ダイオード６００ａ，６００ｂ，６００ｃと，光源制御器７００とを含んで構成され
る。
【００３９】
　液晶表示パネル１００は，等価回路として見るとき，複数の表示信号線（Ｓ１～Ｓｎ，
Ｄ１～Ｄｍ）と，上記表示信号線と電気的に接続されて，マトリックス状（行と列との形
態）に配列された複数の画素回路１１０とを含んで構成される。
【００４０】
　表示信号線（Ｓ１～Ｓｎ，Ｄ１～Ｄｍ）は，ゲート信号（“走査信号”または“選択信
号”とも呼ぶ。）Ｇ１～Ｇｎを伝達する複数の走査線Ｓ１～Ｓｎと，データ信号を伝達す
る複数のデータ線Ｄ１～Ｄｍとを含む。複数の走査線Ｓ１～Ｓｎは，液晶表示パネル１０
０の一方向（例えば行方向）に伸びて，相互に平行または実質的に平行となるように配設
される。また，複数のデータ線Ｄ１～Ｄｍは，液晶表示パネル１００の上記一方向と交差
する他方向（例えば実質的に列方向）に伸びて，相互に平行または実質的に平行となるよ
うに配設される。
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【００４１】
　各画素回路１１０は，表示信号線（Ｓ１～Ｓｎ，Ｄ１～Ｄｍ）に接続された薄膜トラン
ジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）１０と，薄膜トランジス
タ１０に接続された液晶キャパシタ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｃａｐａｃｉｔｏ
ｒ）ＣＬＣ及びストレージキャパシタ（Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ）Ｃｓｔと
を含んで構成される。各画素回路１１０は，走査線Ｓ１～Ｓｎとデータ線Ｄ１～Ｄｍとが
交差する各領域にそれぞれ設けられることができる。
【００４２】
　薄膜トランジスタ１０は，３端子素子であることができる。このとき，ゲート端子及び
ソース端子は，それぞれ走査線Ｓ１～Ｓｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍに接続される。また，
ドレイン端子は，液晶キャパシタＣＬＣ及びストレージキャパシタＣｓｔに接続されるこ
とができる。
【００４３】
　液晶キャパシタＣＬＣは，一方の電極が画素電極（図示せず），他方の電極が共通電極
（図示せず）として構成されることができる。そして，上記画素電極と上記共通電極との
間には液晶層が設けられて，誘電体として機能する。また，上記画素電極は薄膜トランジ
スタ１０のドレイン端子に接続される。そして，上記共通電極は共通電圧Ｖｃｏｍを印加
されることができる。
【００４４】
　ストレージキャパシタＣｓｔは，下部電極（図示せず）と画素電極とが重ね合わせられ
た構成を有する。そして，上記下部電極は，上記液晶キャパシタＣＬＣの共通電極と接続
されて，共通電圧Ｖｃｏｍを共通に印加されることができる。すなわち，ストレージキャ
パシタＣｓｔは，液晶キャパシタＣＬＣと並列に接続されることができる。ストレージキ
ャパシタＣｓｔは，画素電極に印加された赤色，緑色及び青色の階調電圧（データ電圧）
を所定の期間，例えば１フレーム期間または１フィールド期間に渡って保持することがで
きる。
【００４５】
　図２を参照すると，走査線Ｓｎにゲート信号（走査信号）Ｇｎが印加されると薄膜トラ
ンジスタ１０がターンオンされて，データ線Ｄｍに供給されたデータ電圧Ｖｄが薄膜トラ
ンジスタ１０を通じて上記画素電極に印加される。すなわち，走査線Ｓｎに印加されるゲ
ート信号により選択電圧が印加された薄膜トランジスタ１０はオンになる。そして，これ
に応答してデータ線Ｄｍに供給されたデータ電圧Ｖｄ，すなわち赤色，緑色及び青色のデ
ータ電圧（階調電圧）が薄膜トランジスタ１０を通じて上記画素電極に伝達される。する
と，上記画素電極に印加される画素電圧Ｖｐと共通電圧Ｖｃｏｍとの差に相当する電界が
液晶（図２では，等価的に液晶キャパシタで示した。）に印加される。その結果，光が上
記電界の強さに対応する透過率で透過されるようになる。この時，画素電圧Ｖｐは，１フ
レームまたは１フィールド期間にわたって保持されなければならないが，ストレージキャ
パシタＣｓｔは，画素電極に印加された画素電圧Ｖｐを１フレームまたは１フィールド期
間にわたって保持する役割を果たすことができる。
【００４６】
　また，図１を参照すれば，スキャンドライバ２００は，薄膜トランジスタ１０をターン
オンさせるために，走査線Ｓ１～Ｓｎに順番に走査信号（ゲート信号）Ｇｎを印加してい
く。
【００４７】
　階調電圧発生部４００は，赤色，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）に対
応する大きさを持つそれぞれの階調電圧を生成して，データドライバ３００に供給する。
データドライバ３００は，階調電圧発生部４００によって出力された赤色，緑色及び青色
の階調電圧を，対応するそれぞれのデータ線に印加する。
【００４８】
　タイミング制御器５００は，外部のグラフィック制御器（図示せず）から入力映像信号
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である赤色，緑色及び青色（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ），及び該Ｒ
，Ｇ，Ｂデータの表示を制御する例えば，垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）または水平同期信
号（Ｈｙｓｎｃ）などの入力制御信号を提供される。タイミング制御器５００は，入力画
像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）及び入力制御信号を基に，画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ
）を液晶表示パネル１００の動作条件に合わせて適切に処理し，ゲート制御信号Ｓｇ，デ
ータ制御信号Ｓｄ，光源制御信号Ｓｂなどを生成する。生成されたゲート制御信号Ｓｇは
スキャンドライバ２００に出力され，データ制御信号Ｓｄはデータドライバ３００に出力
され，処理された赤色，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）は階調電圧発生
部４００に出力され，光源制御信号Ｓｂは光源制御器７００に出力される。
【００４９】
　ここで，第１の実施の形態にかかるタイミング制御器５００は，入力画像データ（Ｒ，
Ｇ，Ｂデータ）をフレーム単位で保存（記憶），またはフレーム単位で出力することので
きるフレームメモリ（Ｆｒａｍｅ　Ｍｅｍｏｒｙ）を含むことができる。また，タイミン
グ制御器５００は，テアリング現象（またはテアリング効果：Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅ
ｃｔ）を検出する検出部（ｄｅｔｅｃｔｏｒ）含むことができる。上記検出部は，Ｎ番目
のフレームの画像データをフレームメモリから読み出して（Ｒｅａｄ）いる最中に，Ｎ＋
１番目のフレームの画像データがフレームメモリに書き込まれる（アップデートまたはＷ
ｒｉｔｅ）ことによって生じるテアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出
することができる。詳細は後述するが，例えば上記検出部は，上記フレームメモリに新た
に書き込まれる（アップデートまたはＷｒｉｔｅされる）映像信号（例えば，Ｎ＋１番目
のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータ）のアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）と，上記フレームメモリ
に既に保存（記憶）されている映像信号（例えば，Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータ
）が出力（Ｒｅａｄ）されるアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）とを比較することによりテアリ
ング現象を検出することができる。かかるテアリング現象が検出されると，上記検出部は
，光源制御器７００に発光ダイオード６００ａ，６００ｂ，６００ｃの発光を遮断させる
（Ｏｆｆにする）遮断信号（Ｓｂ）を印加するか，または，階調電圧発生部４００に画像
データの階調電圧を出力することを遮断させる遮断信号を印加することにより，テアリン
グ現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が発生した場合はかかる画像データを表示しな
いようにして，テアリング現象が視認されるのを防止することができる。
【００５０】
　発光ダイオード６００ａ，６００ｂ，６００ｃは，それぞれ赤色，緑色及び青色（Ｒ，
Ｇ，Ｂ）の光を液晶表示パネル１００に出力することができる。
【００５１】
　光源制御器７００は，発光ダイオード６００ａ，６００ｂ，６００ｃの点灯／非点灯（
ＯＮ／ＯＦＦ）を制御する。この時，本発明の第１の実施の形態によれば，データドライ
バ３００から該当する階調データをデータ線Ｄｍに供給するタイミングと，光源制御器７
００によりＲ，Ｇ，Ｂの発光ダイオード６００ａ，６００ｂ，６００ｃを点灯させるタイ
ミングとは，タイミング制御器５００によって提供される制御信号により同期させること
が可能である。
【００５２】
　次に，本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置の表示動作について，図３を参
照しながら詳細に説明する。図３は，本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置の
動作を示すタイミングチャートである。
【００５３】
　図３を参照すれば，本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置は，フレームを３つ
の期間（フィールド：Ｆｉｅｌｄ），すなわち，赤（Ｒ）フィールド，緑（Ｇ）フィール
ド，青（Ｂ）フィールドに分けて映像を表示することができる。例えば，１フレームの駆
動周波数が６０Ｈｚであれば，各フィールドは，１８０Ｈｚに同期して表示動作を行う。
ここで，Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎは，走査線Ｓ１～Ｓｎに印加される走査信号（ゲート信号）
を示す。また，Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂは，Ｒ，Ｇ，Ｂの各発光ダイオード６００ａ，６００ｂ
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，６００ｃの点灯を指示する点灯信号を示す。
【００５４】
　外部から供給される１フレーム分のＲ，Ｇ，Ｂの画像データは，タイミング制御器５０
０によって，液晶表示装置の表示動作に合わせて１フレーム分のＲ画像データ，Ｇ画像デ
ータ及びＢ画像データにそれぞれ分離されて，更に変換されてから，フレームメモリに記
憶される。かかるフレームメモリは，タイミング制御器５００内に含まれていてもよいし
，タイミング制御器５００の外に設けられることもできる。上記フレームメモリに記憶さ
れた赤色，緑色，及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）は，タイミング制御器５０
０からの出力信号に応じて，順次出力される。例えば，先ず，Ｒフィールド（Ｆｉｅｌｄ
）期間中にＲ画像データが出力され，続いてＧフィールド期間中にＧ画像データが出力さ
れ，最後にＢフィールド期間中にＢ画像データが出力されるといったように順次出力が行
われる。
【００５５】
　ここで，各Ｒ，Ｇ，Ｂフィールドは，１フレームを３分割した１／１８０秒の期間（フ
ィールド：Ｆｉｅｌｄ）であることができる。各Ｒ，Ｇ，Ｂフィールドは，それぞれ書き
込み期間と発光期間とを含むことができる。
【００５６】
　すなわち，Ｒフィールドにおいては，先ず書き込み期間にＲ画像データの選択電圧が走
査信号（ゲート信号）Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｎに応じてすべての画素に順次書き込まれる。
次に，発光期間において，点灯信号Ｃｒに応じて発光ダイオード６００ａが点灯されて，
液晶表示パネル１００にＲ画像が表示される。
【００５７】
　また，Ｇフィールドにおいては，書き込み期間にＧ画像データの選択電圧が走査信号（
ゲート信号）Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｎに応じてすべての画素に順次書き込まれる。次に，発
光期間において，点灯信号Ｃｇに応じて発光ダイオード６００ｂが点灯されて，液晶表示
パネル１００にＧ画像が表示される。
【００５８】
　そして，Ｂフィールドにおいては，書き込み期間にＢ画像データの選択電圧が走査信号
（ゲート信号）Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｎに応じてすべての画素に順次書き込まれる。次に，
発光期間において，点灯信号Ｃｂに応じて発光ダイオード６００ｃが点灯されて，液晶表
示パネル１００にＢ画像が表示される。
【００５９】
　このようにして，Ｒ，Ｇ，Ｂの各色成分に対応したそれぞれの画像を，Ｒフィールド期
間，Ｇフィールド期間及びＢフィールド期間にそれぞれ順に表示していくことで，Ｒ，Ｇ
，Ｂの各色成分の画像が人間の視覚的な残像現象によって合成されて，１フレームのカラ
ー画像として視認されるようになる。
【００６０】
　上記のように，現在フレーム（Ｎ番目のフレーム）のＲ画像データと，現在フレーム（
Ｎ番目のフレーム）のＧ画像データと，現在フレーム（Ｎ番目のフレーム）のＢ画像デー
タは，１つのフレーム期間内で順に各画素に書き込まれなければならない。ここで，例え
ば，Ｎ番目のフレームのＲ画像データが各画素に書き込まれ，点灯信号（Ｃｒ）に応じて
発光ダイオード６００ａが点灯されて，液晶表示パネル１００にＲ画像が表示された後，
次のＮ番目のフレームのＧ画像データが各画素に書き込まれている最中に，Ｎ＋１番目の
フレームの画像データがフレームメモリに書き込まれたとする。すると，それまでＮ番目
のフレームのＧ画像データを各画素に書き込んでいたにもかかわらず，途中からＮ＋１番
目のフレームのＧ画像データが各画素に書き込まれてしまい，テアリング現象（Ｔｅａｒ
ｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が発生し，液晶表示パネル上でかかるテアリング現象が視認され
ることになる。
【００６１】
　詳細は本発明の第１の実施の形態として後述するが，上記のような場合，例えば，Ｇフ
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ィールドの発光期間において，点灯信号Ｃｇを発光ダイオード６００ｂに送らないように
すれば，液晶表示装置１００に誤って書き込まれたＮ＋１番目の画像データを表示しない
ようにすることができる。また，詳細は本発明の第２の実施の形態として後述するが，例
えば，上記誤ってフレームメモリに書き込まれたＮ＋１番目の画像データを各画素に出力
しないようにすることによっても，Ｎ＋１番目の画像データを表示しないようにすること
ができる。
【００６２】
　前述したように，本発明の第１及び第２の実施の形態にかかる液晶表示装置は，テアリ
ング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が生じる時点を検出して，瞬時に発光ダイオ
ードをオフ（Ｏｆｆ）にするか，または画像データが各画素に出力されないようにするこ
とにより，テアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が液晶表示装置上で視認さ
れるのを防止することができる。
【００６３】
　ここで，図３では，各フィールドは書き込み期間と発光期間とに分けて画像を表示する
ように示しているが，各フィールドの形式はかかる形式に限定されるものではない。例え
ば，直前のフィールドにて印加されていたデータ電圧を消去するためのリセット期間を更
に含むようにすることもできる。
【００６４】
　次に，上記のような液晶表示装置においてテアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅ
ｃｔ）が液晶表示装置上で視認されないようにする方法を，図４及び図５を参照しながら
具体的に説明する。
【００６５】
　図４は，本発明の第１の実施の形態にかかるタイミング制御器の内部構成を示すブロッ
ク図である。図４を参照すると，タイミング制御器５００は，Ｒ，Ｇ，Ｂ画像データ（Ｒ
，Ｇ，Ｂデータ）を保存（記憶または格納）及び出力可能なフレームメモリ５１０と，テ
アリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出する検出部５２０とを含んで構成
されることができる。タイミング制御器５００はその他の構成要素を含むことができるが
，図４においてはその他の構成要素の図示を便宜上省略した。
【００６６】
　フレームメモリ５１０には，１フレーム分のＲ，Ｇ，Ｂデータがフレーム単位に記憶さ
れた後に出力されるが，かかる記憶動作（書き込み動作）及び出力動作（読み出し動作）
は互いに同期をとることなく行われることができる。すなわち，現在フレーム（例えば，
Ｎ番目のフレーム）の画像データとして液晶表示パネル１００の各画素に出力されるべき
Ｒ，Ｇ，Ｂデータ（例えば，Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータ）は，外部グラフィッ
ク制御器（図示せず）によって，フレームメモリ５１０に書き込まれて（Ｗｒｉｔｅ）記
憶される。ここで，上記Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータが，フレームメモリ５１０
上に更新（アップデート：Ｕｐｄａｔｅ）されるとき，上記更新は，書き込みアドレス命
令（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｃｏｍｍａｎｄ）に従って行われて，新たなフレーム
の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）がフレームメモリ５１０に格納（記憶）される。一方
，フレームメモリ５１０に保存された上記Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータは，例え
ば階調電圧発生部４００などによって読み出される（Ｒｅａｄ）。このとき，フレームメ
モリ５１０に保存された上記Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの読み出し（出力）は
，出力アドレス命令（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｃｏｍｍａｎｄ）に従って行われる。
上記書き込みアドレス命令及び上記出力アドレス命令は，例えばＣＰＵなどの外部コント
ローラによって発行されることができる。また，フレームメモリ５１０にＲ，Ｇ，Ｂデー
タを書き込むために発行される上記書き込みアドレス命令及び，フレームメモリ５１０か
らＲ，Ｇ，Ｂデータを読み出すために発行される上記出力アドレス命令は，検出部５２０
にも同時に印加されることができる。
【００６７】
　ここで，フレームメモリ５１０は，Ｒ，Ｇ，Ｂデータの書き込み（Ｗｒｉｔｅ）及び出
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力（Ｒｅａｄ）が可能なデュアルポートＲＡＭ（Ｄｕａｌ　Ｐｏｒｔ　ＲＡＭ）であるこ
とができる。すなわち，フレームメモリ５１０は，新たな赤色，緑色及び青色の画像デー
タが書き込まれる入力ポートと，赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される出力ポ
ートとを有することができる。
【００６８】
　検出部５２０は，フレームメモリ５１０に書き込まれた（Ｗｒｉｔｅ）フレームの画像
データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）の書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）と，階調
電圧発生部４００に出力（Ｒｅａｄ）されるフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの出力アドレス
（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）とを比較する。ここで，書込みアドレスは，フレームメモ
リ５１０に書き込まれた画像データが実際に液晶表示パネルに表示されるタイミングを示
す，例えばフレーム番号などの情報などを含むことができる。また，出力アドレスは，フ
レームメモリ５１０に書き込まれたフレームの画像データが実際に液晶表示パネルに表示
されるタイミングを示す，例えばフレーム番号などの情報を含むことができる。比較の結
果，書き込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）が出力アドレス（Ｒｅａｄ　Ａｄ
ｄｒｅｓｓ）よりも遅れる（時間的に後となるタイミングである）と判断されると，検出
部５２０は，発光ダイオードの発光を遮断（Ｏｆｆ）させるための制御信号（Ｓｂ）を光
源制御器７００に出力する。すなわち，検出部５２０は，上記書き込みアドレス命令によ
って書き込みが行われるフレームの番号（書込みアドレス）と，上記出力アドレス命令に
よって出力（読み出し）が行われるフレームの番号（出力アドレス）とを比較して，書き
込みのフレーム番号よりも読み出しのフレーム番号の方が遅れる，すなわち読み出しのフ
レーム番号の方が小さい場合，発光ダイオードを発光させないように制御することができ
る。
 
 
 
 
【００６９】
　上記図４のタイミング制御器５００がテアリング現象を検出する過程について，以下に
具体例を挙げて詳しく説明する。
【００７０】
　例えば，フレームメモリ５１０のアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）が１番から１０番まであ
り，書き込み動作（Ｗｒｉｔｅ）及び出力動作（Ｒｅａｄ）は上記アドレス（Ａｄｄｒｅ
ｓｓ）の昇順に順次行われるとする。すなわち，フレームメモリ５１０に対して，１番目
のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータから１０番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータまでの書き込
み及び読み出しをフレームの番号の昇順に行うとする。すると，先ず，出力動作（Ｒｅａ
ｄ）においては，既に保存されたＮ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの出力（Ｒｅａｄ
）が，１番のアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）から行われる。要するに，Ｒ，Ｇ，Ｂデータの
読み出しにおいては，フレームメモリ５１０に既に書き込まれているＮ番目のフレームの
Ｒ，Ｇ，Ｂデータの読み出しを，一番目のフレームから１０番目のフレームに対して順に
行っていく。ここで例えば，４番のアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）のＲ，Ｇ，Ｂデータが出
力（Ｒｅａｄ）される際に，書き込み動作（Ｗｒｉｔｅ）で５番のアドレスにＮ＋１番目
のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータが書き込まれた（Ｗｒｉｔｅ）とする。すると，出力（Ｒ
ｅａｄ）動作においては，前に５番のアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）に保存されていたＮ番
目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータが出力されるのではなく，新しく５番のアドレス（Ａｄ
ｄｒｅｓｓ）に書き込まれた（Ｗｒｉｔｅ）Ｎ＋１番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータが
出力（Ｒｅａｄ）されてしまう。すなわち，Ｎ番目（４番目）のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデ
ータの出力動作を行おうとするときに，Ｎ＋１番目（５番目）のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデ
ータがフレームメモリ５１０に書き込まれてしまった場合，上記出力動作においては，後
から書き込まれたＮ＋１番目（５番目）のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータが出力されてしま
う。その結果，全く異なるカラーが表示されて，すなわち，テアリング現象（Ｔｅａｒｉ
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ｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が生じることになる。
【００７１】
　上記のように，先ず，フレームメモリ５１０から赤色，緑色及び青色の画像データ（Ｒ
，Ｇ，Ｂデータ）が読み出される読み出し段階（出力段階）が実行される。次に，フレー
ムメモリ５１０から赤色，緑色及び青色の画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）が書き込まれ
る書き込み段階が実行される。すなわち，Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの出力（
Ｒｅａｄ）動作が先に行われ，Ｎ＋１番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの書込み（Ｗｒ
ｉｔｅ）動作が行われる。ここで，出力（Ｒｅａｄ）動作と書込み（Ｗｒｉｔｅ）動作と
は，同時に行われてもよい。
【００７２】
　そして，検出部５２０は，上記フレームメモリ５１０の書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　
Ａｄｄｒｅｓｓ）と出力アドレス（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）とを比較して，出力アド
レス（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）よりも書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ
）の方が速い場合を検出する。すなわち，検出部５２０は，上記書き込みアドレス命令に
よって書き込みが行われるフレームの番号と，上記出力アドレス命令によって出力（読み
出し）が行われるフレームの番号とを比較して，読み出しのフレーム番号よりも書き込み
のフレーム番号の方が速い，すなわち書き込みのフレーム番号の方が大きい場合を検出す
る。そして，出力アドレスよりも書込みアドレスの方が速い場合，その瞬間に，該当の発
光ダイオードの発光を遮断（Ｏｆｆ）するための遮断信号Ｓｂを光源制御器７００に出力
する。すなわち，フレームメモリ５１０に書き込まれているＲ，Ｇ，Ｂデータが出力され
る以前に新しい　Ｒ，Ｇ，Ｂデータが書き込まれる場合，検出部５２０は遮断信号Ｓｂを
出力する。要するに，フレームメモリ５１０に検出部５２０が発光ダイオードの発光を遮
断（Ｏｆｆ）するための遮断信号Ｓｂを出力するのは，下記の（式１）のような場合に発
生する。
【００７３】
　　書き込みアドレス　＞　出力アドレス
　（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ　＞　Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）　　（式１）
【００７４】
　上記のように，書込み段階の次には，検出部５２０が，新たに書き込まれた赤色，緑色
及び青色の画像データの表示タイミングを示す書込みアドレスと，読み出される赤色，緑
色及び青色の画像データの表示タイミングを示す出力アドレスとを比較する比較段階を行
う。そして上記比較段階の結果，上記書込みアドレスが上記出力アドレスよりも時間的に
後となるタイミングである場合，検出部５２０が光源制御器７００の動作を遮断させる遮
断信号Ｓｂを出力する遮断段階が実行される。
【００７５】
　ここで，書き込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）に書き込まれるＲ，Ｇ，Ｂ
データは，Ｎ＋１番目のフレームデータであり，出力アドレス（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓ
ｓ）に出力されるＲ，Ｇ，Ｂデータは，Ｎ番目のフレームデータである。すなわち，上記
（式１）は，読み出されるＲ，Ｇ，ＢデータがＮ番目のフレームデータであるべきところ
，既にＮ＋１番目のフレームデータが書き込まれてしまった場合を示す。
【００７６】
　上記（式１）を満たさない場合には，検出部５２０は，発光ダイオードを発光させるた
めの動作信号を光源制御器７００に出力して動作段階を実行する。
【００７７】
　このような本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置のタイミング制御器５００
によれば，Ｎ番目のフレームのデータを出力（Ｒｅａｄ）して液晶表示パネルに画像を表
示する間に，Ｎ＋１番目のフレームデータがフレームメモリ５１０に書き込まれる（Ｗｒ
ｉｔｅ）テアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出して，瞬時に発光ダイ
オードの発光を遮断することで，テアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が発
生する問題を防止することができる。
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【００７８】
　次に，本発明の第２の実施の形態について説明する。図５は，本発明の第２の実施の形
態にかかるタイミング制御器の内部構成を示すブロック図である。第２の実施の形態にか
かる液晶表示装置の概略構成，一画素に対応する等価回路，及び動作については第１の実
施の形態と同様であり，図１，図２，及び図３に示すとおりであるが，重複説明は省略す
る。
【００７９】
　図５を参照すれば，本発明の第２の実施の形態にかかるタイミング制御器５００は，第
１の実施の形態と同様に，フレームメモリ５１０と検出部５２０′とを含んで構成される
ことができる。
【００８０】
　フレームメモリ５１０には，１フレーム分のＲ，Ｇ，Ｂデータがフレーム単位に保存さ
れた後に出力されるが，かかる保存動作（書き込み動作）及び出力動作（読み出し動作）
は互いに同期をとることなく行われることができる。すなわち，現在フレーム（例えば，
Ｎ番目のフレーム）の画像データとして液晶表示パネル１００の各画素に出力されるべき
Ｒ，Ｇ，Ｂデータ（例えば，Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータ）は，外部グラフィッ
ク制御器（図示せず）によって，フレームメモリ５１０に書き込まれるて（Ｗｒｉｔｅ）
保存される。ここで，上記Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータが，フレームメモリ５１
０上に更新（アップデート：Ｕｐｄａｔｅ）されるとき，上記更新は，書き込みアドレス
命令（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｃｏｍｍａｎｄ）に従って行われて，新たなフレー
ムの画像データ（Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）がフレームメモリ５１０に格納（保存）される。一
方，フレームメモリ５１０に保存された上記Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータは，例
えば階調電圧発生部４００などによって読み出される（Ｒｅａｄ）。このとき，フレーム
メモリ５１０に保存された上記Ｎ番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの読み出し（出力）
は，出力アドレス命令（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｃｏｍｍａｎｄ）に従って行われる
。上記書き込みアドレス命令及び上記出力アドレス命令は，例えばＣＰＵなどの外部コン
トローラによって発行されることができる。また，フレームメモリ５１０にＲ，Ｇ，Ｂデ
ータを書き込むために発行される上記書き込みアドレス命令及び，フレームメモリ５１０
からＲ，Ｇ，Ｂデータを読み出すために発行される上記出力アドレス命令は，検出部５２
０にも同時に印加されることができる。
【００８１】
　ここで，フレームメモリ５１０は　Ｒ，Ｇ，Ｂデータの書き込み（Ｗｒｉｔｅ）及び出
力（Ｒｅａｄ）が可能なデュアルポートＲＡＭ（Ｄｕａｌ　Ｐｏｒｔ　ＲＡＭ）であるこ
とができる。すなわち，フレームメモリ５１０は，新たな赤色，緑色及び青色の画像デー
タが書き込まれる入力ポートと，赤色，緑色及び青色の画像データが読み出される出力ポ
ートとを有することができる。
【００８２】
　検出部５２０′は，フレームメモリ５１０に書き込まれた（Ｗｒｉｔｅ）フレームのＲ
，Ｇ，Ｂデータの書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）と，階調電圧発生部４
００から出力（Ｒｅａｄ）されるフレームのＲ，Ｇ，Ｂデータの出力アドレス（Ｒｅａｄ
　Ａｄｄｒｅｓｓ）とを比較する。比較の結果，書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒ
ｅｓｓ）よりも出力アドレス（Ｒｅａｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）の方がより遅れると判断され
ると，上記検出部５２０′は，書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）に該当す
るＲ，Ｇ，Ｂデータが出力されることを遮断（Ｏｆｆ）する遮断信号を階調電圧発生部４
００に印加する。すなわち，上記フレームメモリ５１０に書き込まれているＲ，Ｇ，Ｂデ
ータが出力（Ｒｅａｄ）される以前に新しい　Ｒ，Ｇ，Ｂデータが書き込まれる（Ｗｒｉ
ｔｅ）場合，上記検出部５２０′は遮断信号を出力する。従って，検出部５２０′は，上
記書き込みアドレス命令によって書き込みが行われるフレームの番号と，上記出力アドレ
ス命令によって出力（読み出し）が行われるフレームの番号とを比較して，書き込みのフ
レーム番号よりも読み出しのフレーム番号の方が遅れる，すなわち読み出しのフレーム番
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号の方が小さい場合，階調電圧発生部４００が当該Ｒ，Ｇ，Ｂデータに対応する階調電圧
を生成しないように制御することができる。その結果，階調電圧が液晶表示パネルのデー
タ線に印加されることが中止されて当該Ｒ，Ｇ，Ｂデータの表示を行わないようにするこ
とができる。
【００８３】
　第２の実施の形態においてテアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出す
る過程は，第１の実施の形態における検出過程と同一であるので，説明は省略することと
する。
【００８４】
　但し，第２の実施の形態にかかる検出部５２０′は，上記（式１）のような場合が発生
すれば，書込みアドレス（Ｗｒｉｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）に該当するＲ，Ｇ，Ｂデータが
出力されることを遮断（Ｏｆｆ）する遮断信号を階調電圧発生部４００に印加して，テア
リング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）の発生を防ぐことができる。
【００８５】
　上記（式１）を満たさない場合には，検出部５２０′は，Ｒ，Ｇ，Ｂデータの階調電圧
が出力されるように，動作信号を階調電圧発生部４００に出力する。
【００８６】
　前述した本発明の実施の形態では，Ｒ，Ｇ，Ｂデータを保存するためのフレームメモリ
５１０とテアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出するための検出部５２
０，５２０′とがタイミング制御器５００内に含まれていると説明したが，本発明はかか
る構成に限定されるものではない。例えば，フレームメモリ及び検出部は，データドライ
バ３００内に設けることもできるし，あるいは別途に設置することも可能である。
【００８７】
　上述したような本発明の実施の形態に係る液晶表示装置によれば，Ｎ番目のフレームの
Ｒ，Ｇ，Ｂデータが出力（Ｒｅａｄ）される以前に，Ｎ＋１番目のフレームのＲ，Ｇ，Ｂ
データがフレームメモリに書き込まれる（Ｗｒｉｔｅ）テアリング現象（Ｔｅａｒｉｎｇ
　Ｅｆｆｅｃｔ）を検出して，瞬時に発光ダイオードの発光を遮断するか，またはデータ
電圧が液晶表示パネルに印加されることを遮断することで，テアリング現象（Ｔｅａｒｉ
ｎｇ　Ｅｆｆｅｃｔ）が液晶表示装置上で視認されるのを防止することができる。
【００８８】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明は，液晶表示装置に適用可能であり，さらに詳しくはアクティブマトリクス型の
液晶表示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図２】同実施の形態による液晶表示装置の一画素に対応する等価回路図である。
【図３】同実施の形態による液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図４】本発明の第１の実施の形態にかかるタイミング制御器の内部構成を示すブロック
図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態にかかるタイミング制御器の内部構成を示すブロック
図である。
【符号の説明】
【００９１】
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　１００　　　液晶表示パネル
　２００　　　スキャンドライバ
　３００　　　データドライバ            
　４００　　　階調電圧発生部
　５００　　　タイミング制御器
　５１０　　　フレームメモリ
　５２０，５２０′　検出部
　７００　　　光源制御器
　１１０　　　画素回路
　Ｓ１～Ｓｎ　走査線
　Ｄ１～Ｄｍ　データ線
　１０　　　　薄膜トランジスタ
　ＣＬＣ　　　　液晶キャパシタ
　Ｃｓｔ　　　ストレージキャパシタ
　６００ａ，６００ｂ，６００ｃ　発光ダイオード
　Ｇ１～Ｇｎ　走査信号（ゲート信号）
　Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂ　点灯信号
　Ｓｂ　　　　光源制御信号
　Ｓｄ　　　　データ制御信号
　Ｓｇ　　　　ゲート制御信号

【図１】 【図２】
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